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令和6年度

　

１．学校の教育目標　令和6年度

２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画

（１）介護福祉士国家試験合格率向上に努める。

（２）進路実現１００％に努める。

（３）授業の質の向上を図る。

（４）留学生の安全安心１００％を達成する。

（５）報告・連絡・相談体制を推進する。

（６）ガイダンス・オープンキャンパス・地元メディアによる広報活動の充実を図る。

（７）コロナをはじめ感染症予防対策の徹底に努める。

　１　ビジョン
　　地域の医療・福祉を包括的に支援できる組織になる。
　２　ビジョンの実現に向けたテーマ
　　地域社会から必要とされる組織であり続ける。
　　地域社会から必要とされる人材を提供する。
　３　法人理念
　　思いやりと創造
　４　学校経営スローガン
    「地域のために」の精神を大切にし心のこもった介護を施せる人材の育成を図る。
   地域の関連施設との連携を密にした充実した実習の実施。
　５　重点教育目標
　　（１）教員の研鑽に基づいた授業内容の充実に努める。
　　（２）①介護福祉士国家試験合格率の向上及び就職率１００％（日本人）を達成する。
　　　　 ②留学生についても国家試験合格圏内到達を目標に指導を行う。
　　（３）効果的な学生募集に努める。（日本人１０，留学生１５）
　　（４）留学生の安全・安心１００％担保できるように努める。
　　（５）凡事徹底に努め組織として動く。
　　（６）全感染症予防対策の徹底を図る。
　６　具体的な対策
　　（１）教職員の授業力を高めるとともに実習施設との連携強化を図る。
　　（２）効果的な模擬試験、補講を実施し、自己学習時間確保と有効な活用を図る。
　　（３）担当教員による進路具現化に向けた個別面談を定期的に実施する。
　　（４）関連施設と連携した就職合同面談会、施設訪問を実施する。
　　（５）ガイダンス、オープンキャンパスの広報内容の充実と、SNS・地元メディア等を
　　　　　有効に活用した広報活動を実施する。
　　（６）留学生担当者、担任による生活全般にける定期的な面談を実施する。
　　（７）職員間の報告、連絡、相談体制を強化し、活気は触れた職場づくりを行う。
　　（８）教職員、学生による全感染症の予防対策を徹底する。
　　（９）学校全体の決まりや寮の決まりを遵守させ、規則正しい健全な団体生活を
　　　　 送らせる。
　７　地域社会との関係
　　（１）地域の公民館との連携を図る。
　　（２）ボランティア活動（他団体との連携）への積極的参加を図る。
　　（３）市内の介護をリードする人材を育成するという教育事業としての責任を果たす。



（１） 令和6年度

評価項目

・学校の理念・目的・育成人材像は定められ
ているか。
（専門分野の特性が明確になっているか）

4 3 2 1

　学生便覧に明記するとともに、専門知識のみならず、身
に付けた知識や技能を十分に機能させるための「介護
観」「倫理観」といった心の教育、地域を大切にし、心のこ
もった介護を施せる人材育成に努めている。
【教職員アンケート　質問１　3.3】

・学校における職業教育の特色は何か。 4 3 2 1

　地元の関連施設と連携を密にした実習によって、地域の
介護の実態を知るとともに、知力と実践力を兼ね備えた卒
業後に即戦力として地域の現場で働くことのできる人材の
育成に重点を置いている。
【教職員アンケート　質問2　3.3】

社会経済のニーズ等を踏まえた学校であ
る。

4 3 2 1

　関連施設や学校関係者評価委員、教育課程編成委員
の意見を十分に把握し、カリキュラムマネジメントを高める
とともに、社会や地域のニーズに合わせて改善を行ってい
る。
【教職員アンケート　質問3　3.4】

・学校の理念・目的・育成人材像・特色・将
来構想などが学生・保護者等に周知されて
いるか。

4 3 2 1

　これからの介護をリードしていくための理念や目的、学
生の将来像を、学生・保護者・学校が共有し、そのニーズ
に合った教育活動を展開するとともに、唯一市内で学べる
専門学校としてのメリットを、幅広い層にしっかり啓発して
いる。
【教職員アンケート　質問4　3.3】
【学生アンケート　質問１　3.4】                 平均：3.4

・各学科の教育目標，育成人材像は，学科
等に対応する業界のニーズに向けて方向づ
けられているか。

4 3 2 1

タイムリーな情報収集を行い、今求められている人材像育
成のために必要な教育活動を展開できるように努力して
いる。
【教職員アンケート　質問5　3.6】

３．評価項目の達成及び取組状況

適切：４，ほぼ適切：３，
やや不適切：２，不適切：１

　壱岐市内の少子高齢化が進む中、保護者はじめ地域社会に本校の教育目標、役割、職業観等を多くの人に
理解してもらえるようになっている。これからは、市内の介護人材を確保するための施策について学校だけでは
なく、壱岐市全体で考えていかなければならない。

　学校関係者評価委員会、教育課程編成委員会での丁寧な説明に加え、高校のガイダンスやオープンキャンパ
ス、中学校進路説明会島のあらゆる場面、SNSや地域のメディアを使った幅広い広報活動によってさらに本校の
存在や地域における役割について積極的に発信し、介護人材不足の危機感をもたせる。特に高校生に市内の
現状と介護職の必要性について理解してもらえるように努力する。

  なし

②今後の改善方策

①課題

③特記事項



（２） 令和6年度

評価項目

・目的等に沿った運営方針が策定されているか。 4 3 2 1

　グループのビジョンのもとに、教育事業としての
責任を十分に果たすことができるように運営方針
を定めている。
【教職員アンケート　質問6　3.4】

・運営方針に沿った事業計画が策定されている
か。

4 3 2 1

　年度の振り返りをしっかり行い、地域性を配慮し
ながら方針に沿った具体的な次年度の事業につ
いて改善、計画を行っている。
【教職員アンケート　質問7　3.4】

・運営組織や意思決定機能は規則等によって明確
化されており有効に機能している。

4 3 2 1

　常に関係者や職員との共有を図りながら、学校
経営者としての判断を行い、実行力のある組織体
制の構築と実践を行いたい。
【教職員アンケート　質問8　3.2】

・人事、給与に関する規定等は整備されているか。 4 3 2 1
　就業規則等、明確に示されている。
【教職員アンケート　質問9　3.0】

・教務・財務等の組織整備など意思決定システム
は整備されているか。

4 3 2 1
　担当部署で適切に整備されている。
【教職員アンケート　質問10　3.0】

・業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制
が整備されているか。

4 3 2 1
　学校関係者や自治体等の客観的評価によっ
て、改善・整備がなされている。
【教職員アンケート　質問11　3.1】

・教育活動等に関する情報公開が適切になされて
いるか。

4 3 2 1
　ホームページや地元メディア等をフルに活用し
情報を開示している。
【教職員アンケート　質問12　3.2】

・情報システム化等による業務の効率化が図られ
ているか。

4 3 2 1

　十分とは言えないが、必要に応じて随時行って
いる。
【教職員アンケート　質問13　2.8】

  なし

３．評価項目の達成及び取組状況

①課題

②今後の改善方策

③特記事項

適切：４、ほぼ適切：３、
やや不適切：２、不適切：１

   働きやすい職場づくりを目指しつつも、適切かつ積極的な情報公開に努め、年度当初の目標の達成に向け
て全職員で取り組む。

   項目別にしっかりとした数値目標を掲げ実行していく。



（３） 令和6年度

評価項目

・教育理念等に沿った教育課程の編成・実
施方針等が策定されているか。

4 3 2 1
　学校関係者評価委員会・教育課程編成委員会の開催や関
連業界と連携し実践的な職業教育はできている。
【教職員アンケート　質問14　3.3】

・教育理念，育成人材像や業界のニーズを
踏まえた学科の修業年限に対応した教育
到達レベルや学習時間の確保は明確にさ
れているか。

4 3 2 1
　養成施設指定規則に基づき、各学年適切な時数を確保して
いる。また、留学生の日本語能力も年々向上している。
【教職員アンケート　質問15　3.4】

・学科のカリキュラムは体系的に編成されて
いる。

4 3 2 1
　適切に編成を行っている。
【教職員アンケート　質問16　3.4】

・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に
立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開
発などが実施されているか。

4 3 2 1
　客観的な意見を参考にしながら、実践的で効果的な工夫を
行っている施設での実習は、計画通りにできている。
【教職員アンケート　質問17　3.2】

・関連分野における実践的な職業教育（産
学連携によるインターンシップ，実技・実習
等）が体系的に位置づけられているか。

4 3 2 1
実習先との連携を密にし、現場で求められている知識や技能
の習得に努め、施設実習に繋げている。
【教職員アンケート　質問18　3.4】

・授業評価の実施・評価体制はあるか。 4 3 2 1
　評価基準に基づいた、評価体制は整っている。
【教職員アンケート　質問19　3.4】

・職業教育に対する外部関係者からの評価
を取り入れているか。

4 3 2 1
　教育課程編成委員会、学校評価委員会を開催し、評価を受
け、改善に生かしている。
【教職員アンケート　質問20　3.2】

・成績評価・単位認定，進級・卒業判定
の基準は明確になっているか。

4 3 2 1
　適切に実施管理を行っている。
【教職員アンケート　質問21　3.6】

・資格取得等に関する指導体制，カリキュラ
ムの中での体系的な位置づけはあるか。

4 3 2 1
　地域性を考慮しながら、規程に基づき、全学生が資格を取
得できるように適切に位置づけられている。
【教職員アンケート　質問22　3.4】

・人材育成目的の達成に向けた授業を行う
ことができる要件を備えた教員を確保して
いる。

4 3 2 1
　十分とは言えないものの、資質要因を満たした教員が確保
できている。職員のじゅぎぃおうに対する意識も高い。
【教職員アンケート　質問23　3.2】

・関連分野における業界等との連携におい
て優れた教員（本務・兼務含む）を確保する
などマネジメントが行われているか。

4 3 2 1

　自己の実務経験を活かすとともに、新しい知識や技術を維
持するため自己研鑽や他校の授業授業参観等の研修を行
い、資質の向上に努めている。
【教職員アンケート　質問24　3.1】

・関連分野における先端的な知識・技能等
を修得するための研修や教員の指導力育
成など資質向上のための取組が行われて
いるか。

4 3 2 1
　自主的な教材研究による自己の授業力向上に努めている。
行動制限が緩和され、外部の研修にも参加しやすくなった。
【教職員アンケート　質問25　3.1】

・職員の能力開発のための研修等が行わ
れているか。

4 3 2 1
　年１回の対面での研修に参加するように推奨している。
【教職員アンケート　質問26　3.1】

  なし

３．評価項目の達成及び取組状況

①課題

②今後の改善方策

③特記事項

適切：４，ほぼ適切：３，
やや不適切：２，不適切：１

　年間を通じた計画的な国家試験への動機付けを行っている。日本人学生だけでなく、全学生に対し、国家試験合
格・実践的な技術を身に付けさせることを目的としており、さらなる授業の充実と教職員と学生の意識の向上を図り
たい。

  目標達成に向けてのモチベーションの維持、職員・学生が現状を把握し、目的達成に向けた具体的なプランを作
成する。



（４） 令和6年度

評価項目

・就職率の向上が図られている
か。

4 3 2 1

　連携施設や市内関連施設との連携のもとに、就職率は１００％であ
る。
【教職員アンケート　質問27　3.4】
【学生アンケート　質問2　3.8】　　　　　　　　　　　　　　　平均3.6

・資格取得率の向上が図られてい
るか。

4 3 2 1

　定期的な模擬試験の実施、自己の振り返りや反復学習を行い、全員
合格を目指して指導している。留学生も高い意識をもって取り組んで
いる。
【教職員アンケート　質問28　3.7】
【学生アンケート　質問3　3.8】　　　　　　　　　　　　　　　平均：3.8

・退学を未然に防ぐ体制が整って
いる。

4 3 2 1

　相談にはいつでも対応できる体制が整っている。また、定期的に学
生との面談も実施している
【教職員アンケート　質問29　3.3】
【学生アンケート　質問4　3.5】　　　　　　　　　　　　　　　平均：3.4

・卒業生・在校生の社会的な活躍
及び評価を把握しているか。

4 3 2 1
　ほぼ把握できている。
【教職員アンケート　質問30　3.0】
【学生アンケート　質問5　3.1】　　　　　　　　　　　　　　　平均：3.1

・卒業後のキャリア形成への効果
を把握し学校の教育活動の改善
に活用されているか。

4 3 2 1
　在校生の就労意欲を高めるために有効に情報を活用している。
【教職員アンケート　質問31　3.2】
【学生アンケート　質問6　3.5】　　　　　　　　　　　　　　　平均3.4

  なし

３．評価項目の達成及び取組状況

①課題

②今後の改善方策

③特記事項

適切：４、ほぼ適切：３、
やや不適切：２、不適切：１

　国家試験の日本人学生１００％の合格と一人でも多くの留学生の合格が最大の目標である。それを達成する
ための指導法や教材の研究、授業方法について改善を図りながら計画的に取り組む。留学生の力も向上、今
年はその成果が期待できる。

　前年度の振り返りを基に、課題や改善点を明確にし、それに応じた指導を積み重ねていく。学生にも模擬試
験の結果から自己分析を行わせ、苦手分野の克服に当たる。２年生になってから慌てて勉強するのではなく、
２年間のスパンでの国家試験受験への意識を高め、計画的な学習ができるように指導する。



（５） 令和6年度

評価項目

・進路・就職に関する支援体制は整
備されているか。

4 3 2 1
　安心して就職できる体制が整っている。
【教職員アンケート　質問32　3.6】
【学生アンケート　質問7　3.7】　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均3.7

・学生相談に関する体制は整備され
ているか。

4 3 2 1

　定期的に学生の思いや悩みについての面談を実施している。日頃か
ら学生に目を配り指導するとともに、情報を共有している。
【教職員アンケート　質問33　3.6】
【学生アンケート　質問8　3.5】　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均：3.6

・学生に対する経済的な支援体制は
整備されている。

4 3 2 1

　奨学金制度、減免制度等丁寧に説明し、経済状況に応じた学費の納
入についての相談にも真摯に応えている。
【教職員アンケート　質問34　3.1】
【学生アンケート　質問9　3.6】　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均：3.4

・学生の健康管理を担う体制はある
か。

4 3 2 1

　年度当初に健康診断を実施。健康安全、衛生管理についても細心の
注意を払い、感染症予防対策を行っている。病院での受診等にも職員
が同行している。
【教職員アンケート　質問35　3.4】
【学生アンケート　質問10　3.8】　　　　　　　　　　　　　　　　　平均：3.6

・課外活動に対する支援体制は整
備されているか。

4 3 2 1

アルバイトでなかなか時間が確保できていないが、地域行事や地域ボ
ランティア活動に参加できる体制は整っている。
【教職員アンケート　質問36　3.0】
【学生アンケート3.0　質問11 3.3】　　　　　　　　　　　　　　　　平均：3.2

 

・学生の生活環境への支援は行わ
れているか。

4 3 2 1

　学校と学生寮が隣接しており、留学生を支援できる体制が整ってい
る。買い物やアルバイトの送迎も責任を持って行っている。
【教職員アンケート　質問37　3.1】
【学生アンケート　質問12　3.4】　　　　　　　　　　　　　　　　　平均：3.3

・保護者と適切に連携しているか。 4 3 2 1

　全職員で丁寧な対応ができる体制が整っている。日本人学生の保護
者とは十分な連携が取れている。
【教職員アンケート　質問38　3.0】
【学生アンケート　質問13　3.5】　　　　　　　　　　　　　　　　　平均：3.3

・卒業生への支援体制はある
か。

4 3 2 1

　安心して次のステップに進むことができるように、在留カードの申請や
各種手続きをサポートしている。
【教職員アンケート　質問39　2.8】
【学生アンケート　質問14　3.5】　　　　　　　　　　　　　　　　　平均：3.1

・社会人のニーズを踏まえた教育環
境が整備されているか。

4 3 2 1
　必要に応じて随時環境整備を行っている。
【教職員アンケート　質問40　3.0】
【学生アンケート　質問15　3.4】　　　　　　　　　　　　　　　　　平均：3.2

・高校・高等専修学校等との連携に
よるキャリア教育・職業教育の取り
組みがなされている。

4 3 2 1

　島内の高校や中学校との連携を密にし、ガイダンス・進路説明会等で
壱岐市で学ぶ魅力や、介護職の必要性についても積極的に発信してい
る。
【教職員アンケート　質問41　3.3】

　学生への経済的支援は、県・市・連携施設との相互連携により、十分な体制を構築しているし、学生にも周知して
いる。

３．評価項目の達成及び取組状況

①課題

②今後の改善方策

③特記事項

適切：４、ほぼ適切：３、
やや不適切：２、不適切：１

　卒業後、卒業生との十分な連絡できるように、連絡手段を明確にしておく。保護者からの問い合わせは丁寧に対
応できる体制を作っている。

　卒業後の連絡手段について、本人と卒業前に打ち合わせを行い、確実に連絡が取れる体制を整える。



（６） 令和6年度

評価項目

・施設・設備は、教育上の必要性に十分対応でき
るよう整備されているか。

4 3 2 1

　施設基準は十分に満たされており、必計画的に
備品の整備もいる。
【教職員アンケート　質問42　2.8】
【学生アンケート　質問16　3.4】　　　　　平均3.1

・学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修
等について十分な教育体制を整備しているか。

4 3 2 1

　コロナ禍により苦労はしたものの、関連施設の
ご協力によって、計画していた施設実習を行うこ
とができている。
【教職員アンケート　質問43　3.0】
【学生アンケート　質問17　3.7】　　　　　平均：3.4

・防災に対する体制は整備されている。 4 3 2 1

　市内の消防署・警察署の協力を得て、学生が安
心して生活学習ができるように、避難訓練や防災
教育・防犯教育を行っている。
【教職員アンケート　質問44　3.3】
【学生アンケート　質問18　3.5】　　　　　平均：3.4

　防災訓練（地震・津波避難訓練含む）および、年２回に消防点検を実施することにより、防災意識の昂揚に努
めている。
　消火器やAEDの使用法等についても研修を行っている。

３．評価項目の達成及び取組状況

①課題

②今後の改善方策

③特記事項

適切：４、ほぼ適切：３、
やや不適切：２、不適切：１

アルバイトの時間がまちまちなので、万が一の時のために全員の安否を確実に把握できる体制づくりが必要。

　年度当初の避難訓練だけでなく、普段の寮生活での防災意識を高めるために、定期的な情報提供・教育を行
う。設備については、寮と共有部分があるので、学生のニーズにできるだけ応えられるように努力する。



（７） 令和6年度

評価項目

・学生募集活動は、適正に行わ
れているか。

4 3 2 1
　年間を通じて適正に募集活動を行っている。
【教職員アンケート　質問45　3.3】

・学生募集活動において、教育成
果は正確に伝えられているか。

4 3 2 1
　卒業生の総数が増え、市内での就職率・資格取得率も高くなってきたた
めに、高校生をはじめ、保護者の関心も高くなってきている。
【教職員アンケート　質問46　3.3】

入学希望者に対して授業内容や
国家試験合格率などの質問に適
切に回答できている。

4 3 2 1
　同分野の他の学校の水準と同等である。
【教職員アンケート　質問47　3.3】
【学生アンケート　質問19　3.3】                                         平均：3.3

③特記事項

　学校関係者評価委員会の委員の意見を尊重した広報活動に注力したい。

３．評価項目の達成及び取組状況

適切：４、ほぼ適切：３、
やや不適切：２、不適切：１

①課題

　唯一壱岐市内にある専門学校であることのメリットをもっと推して、学生の確保に努める。

②今後の改善方策

　高等学校等との連携を深め、本校学生の情報を伝えるとともに、長期的な効果を狙った中学生進路説明会等で
本校の魅力を十分に伝える。社会人の募集に関しては従来の広報活動に加え、ＳＮＳやケーブルテレビ等、地域
生活に密着した媒体を継続して活用する。留学生についても、目的意識を明確にし、いったん入学したら、卒業ま
でしっかり頑張るんだという意識・意欲を高めさせたい。今後は留学生が主体となることが予想されるので、外部
からの留学生の募集にも力を入れる。



（８） 令和6年度

評価項目

・中期的に学校の財務基盤は安定しているといえ
るか。

4 3 2 1
　日本の少子高齢化に伴い、入学生の確保が今
後の課題である。
【教職員アンケート　質問48　3.1】

・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなってい
るか。

4 3 2 1
　予算決算は理事会・評議員会の承認を得て、適
切に管理されている。
【教職員アンケート　質問49　3.1】

・財務について会計監査が適切に行われている。 4 3 2 1
　内部監査・外務監査を行い、会計、業務共に適
切に処理、運営がなされている。
【教職員アンケート　質問50　3.1】

・財務情報公開の体制整備はできているか。 4 3 2 1
ＨP等にも公開されている。
【教職員アンケート　質問51　3.1】

③特記事項

  なし

３．評価項目の達成及び取組状況

適切：４、ほぼ適切：３、
やや不適切：２、不適切：１

①課題

　少子高齢化の進展は離島地域において特に顕著である。このような状況の中、地元に残る高校生の大切な
進路先になるよう努め、安定した学生募集に繋げる必要がある。留学生が学生数の過半数を占める状況を鑑
み、長期的なマネープランの立案および適切な校納金の納付を支援する必要がある。

②今後の改善方策

　留学生に対しては校納金について明確に提示し、適切なマネープランを立てられるよう、複数のモデルケース
を提示する。また、すべての入学希望者に対して各種学費支援制度の情報提供を行うことで修学に対する不
安を軽減し、入学者の確保につなげる。壱岐で学ぶことのメリットをしっかりと伝えていく。



（９） 令和6年度

評価項目

・法令、専修学校設置基準等の遵守と適性な運営
がなされているか。

4 3 2 1
　法令に従い、学校運営に関する文書等は適切
に処理、管理、保存されている。
【教職員アンケート　質問52　3.3】

・個人情報に関し、その保護のための対策がとら
れているか。

4 3 2 1
　セキュリティも十分であり、個人情報の管理は適
切に行われている。
【教職員アンケート　質問53　3.2】

・自己評価の実施と問題点の改善を図っている。 4 3 2 1

　学生、職員の自己評価や学校評価をもとにした
校長としての自己評価を行い、年度の検証、次年
度の改善に繋げている。
【教職員アンケート　質問54　3.3】

・自己評価結果を公開しているか。 4 3 2 1
　HPで公開している。
【教職員アンケート　質問55　3.2】

③特記事項

  なし

３．評価項目の達成及び取組状況

適切：４、ほぼ適切：３、
やや不適切：２、不適切：１

①課題

　自己評価の結果を次年度の学校運営に十分に活用し、より良い体制の構築を目指す。

②今後の改善方策

　自己評価の結果を教職員間で共有するとともに、各職員が改革意識をもって業務に臨む。
　また、学生に対しても学校評価アンケートのフィードバックとして改善点を周知し、学校運営への参画意識を
共有する。



（１０） 令和6年度

評価項目

・学校の教育資源や施設を活用した社会
貢献・地域貢献を行っているか。

4 3 2 1

　コロナ禍にあって、十分に外部との交流の機会を設けること
ができなかったが、地域の清掃活動を行ったり、地域におけ
る学校の役割等について理解させている。
【教職員アンケート　質問56　3.1】

・学生のボランティア活動を奨励、支援し
ているか。

4 3 2 1

　地域に限定した活動は継続して行うことができている。コロ
ナで中止になっていた行事が少しずつ復活しており、行える
ことも増えてくると思う。
【教職員アンケート　質問57　2.9】
【学生アンケート　質問20　3.3】　　　　　　　　平均：3.1

・地域に対する公開講座・教育訓練（公共
職業訓練等等を含む）の受託等を積極的
に実施している。

4 3 2 1
　今年度から公共職業訓練は受託していない。
【教職員アンケート　質問58　2.9】

③特記事項

　介護職とボランティア精神は連動していることを意識させる。

３．評価項目の達成及び取組状況

適切：４、ほぼ適切：３、
やや不適切：２、不適切：１

①課題

　現在実施しているボランティア活動および地域貢献活動については今後も継続して実施する。地域社会と共存
する中で新しい地域貢献のあり方や限られた時間内で地域に貢献できる方法を模索する。

②今後の改善方策

　学校として地域に必要とされているものを常に模索し、それに即したボランティア活動を計画・実施する。



（１１） 令和6年度

評価項目

・留学生の受入れ・派遣について戦略を持って行っ
ているか。

4 3 2 1
　可能な限り多くの学生の受け入れを行ってい
る。
【教職員アンケート　質問59　3.1】

・留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において適
切な手続き等がとられているか。

4 3 2 1
　担当者が丁寧な対応を行っている。
【教職員アンケート　質問60　3.3】

・留学生お学修・生活指導等について学内に適切
な体制が整備されている。

4 3 2 1

　学生の生活指導は随時行っている。またオー
バーワーク等がないようにアルバイトの時間の管
理は厳格に行っている。
【教職員アンケート　質問61　3.6】

・学習成果が国内外で評価される取組を取ってい
るか。

4 3 2 1

　十分に評価されるべき取り組みは行っていると
思うが、思うような発信ができておらず、評価がし
にくい。
【教職員アンケート　質問62　3.1】
【学生アンケート　質問21　3.1】        平均3.1

③特記事項

  なし

３．評価項目の達成及び取組状況

適切：４、ほぼ適切：３、
やや不適切：２、不適切：１

①課題

　留学生の日本語能力は国によって差があるが、かなり向上してきた。国による生活習慣や基本的考え方の違
いが大きく、統一した基本的な生活習慣を身に付けさせることが大切。留学生には、日本で長く生活するために
は日本語をはじめ日本文化全体を理解することの大切さを伝える。

②今後の改善方策

　日本語力が高い留学生は学習意欲も高い。難しい言葉が多いので、専門用語の丁寧な指導を行うことで、日
本語で行われる専門分野の授業に対する困難さの軽減を図る。



４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果

令和６年度の総括

（１）介護福祉士国家試験合格率（日本学生）１００％の達成
 　年間を通じた計画的な、国家試験対策・模擬試験を実施し、全学生を対象に資格取得に対す
る意識付けを行った。今年は全体的に意欲的・自発的に学習に取り組む学生が多かった。その
ため、全学生の模擬試験の結果が着実に向上し、国家試験後の自己採点結果も良好であっ
た。今年度は日本人学生全員と留学生５名がみごと合格を果たした。2年生の頑張りを見てい
た下級生はかなり刺激を受けており、次年度以降につながると思う。

（２）進路実現１００％の達成
　 ３度の施設実習や施設訪問等によって、創立以来最多の日本人学生8名全員が壱岐市内に
就職した。担任を中心として就職先の選定・先方との連絡調整を援助することで、円滑に就職
活動ができるよう支援した。
　 留学生の２１名も長崎県内に２０名、福岡県に１名が就職した。今後は、市内高校生の減少
により、留学生が増加すると思われるが、市内の介護人材を確保するため、一人でも多くの留
学生が壱岐市内の施設に就職を希望するように施設と連携しながら、継続して壱岐市における
本校の貢献度を高めていきたい。

（３）授業の質と量の向上を図る
   全教員の授業力を向上させることを目指して研修会参加や授業参観等の自己研鑽を促し
た。
　 また、職員間の情報共有を常に行い、効果的な国家試験対策について研究を重ねている。
模擬試験による自己分析や担任を中心に複数回の個人面談を行い、各学生の要望や課題、学
修状況を把握し、適切な働きかけを行うことができている。結果的に授業の理解度や国家試験
合格への意欲を高めることができている。

（４）留学生の安全・安心１００％の達成
   在留資格の適切な管理を行うとともに、担任・留学生担当職員を中心として各種の相談に
対応し、安心して生活できる環境づくりを行っている。日本の税制度・年金制度に関する指導を
徹底し、法令遵守の意識を高めたり、病院受診や各種手続きの際に職員が同伴して指導し、卒
業後も社会生活を円滑に営めるよう支援している。卒業後の指導についても丁寧に対応するこ
とができた。
　 また、健康増進に関する指導を全職員で行った。

（５）報告・連絡・相談体制の推進
   職員朝会・職員会議を中心に教職員間の情報を共有し、意思統一を図った上で学校運営に
取り組んでいる。また、学生からの相談内容等については担任を中心に細心の注意を払って取
り扱い、個人情報の保護に努めている。生活指導についても共通理解・共通指導に努めてい
る。日本の文化や習慣生活についても、随時個別指導全体指導を行うことができた。

（６）ガイダンス・オープンキャンパス・広報の充実
　高校での進学ガイダンスに積極的に教職員を派遣し、正確な情報の伝達と広報活動に力を
入れている。オープンキャンパスにおいては、入学希望者が本校の学生の意見を直接聞くこと
ができるようにパネルディスカッションを実施し好評であった。学費や支援事業、受験に関するこ
と等、個別相談の機会を設け、入学に対する不安の解消に努めている。中学校の進路説明会
でも、中学生はもちろん、多くの保護者に話を聞いてもらった。今年度はSNSやケーブルテレビ
を活用した広報を行いその成果も現れている。市内の施設のご協力により関東地方の日本語
学科からの長期的な視野に立った受験ができるようになった。



１．学校の教育目標　令和７年度

１　ビジョン
　　地域のすべての産業と高齢化社会を包括的に支援できる組織になる。

２　ビジョンの実現に向けたテーマ
　　地域社会から必要とされる組織であり続ける。
　　地域社会から必要とされる人材を提供する。

３　学校経営スローガン
　・　「地域のために」の精神を大切にし、心のこもった介護を施せる人材を育成する。
　・ 地域の関連施設との連携を密にした充実した実習を実施する。

４　重点教育目標
　　（１）教員の研鑽に基づいた授業内容のさらなる充実に努める
　　（２）①介護福祉士国家試験合格率及び就職率１００％（日本人学生）を達成する。
　　　 　②留学生についても５割以上の学生の国家試験合格を目標に指導を行う。
　　（３）効率的な学生募集に努める。（日本学生１０、留学生１５）
　　（４）留学生の安全安心１００％担保できるようにに努める。
　　（５）凡事徹底に努め、組織として動く。
　　（６）全感染症予防対策の徹底を図る。

５　具体的な対策
　　（１）授業力向上に向けた研修会参加を奨励するとともに、実習施設との
　　　　　連携強化を図る。
　　（２）効果的な模擬試験、補講を実施し、自己分析と学習時間を十分に確保させる。
　　（３）担当教員による進路具現化に向けた効果的な個別面談を定期的に実施する。
　　（４）関連施設と連携した就職面談会、施設訪問を早い段階で実施する。
　　（５）ガイダンス、オープンキャンパス、進路説明会の広報内容の充実と、
　　　　　SNS・地元メディア等を有効に活用した効果の高い広報活動を実施する。
　  （６）留学生担当、担任による生活面全般における定期的な面談を実施する。
　　（７）職員間の報告、連絡、相談体制を強化し、活気あふれた職場づくりを行う。
　　（８）教職員、学生による全感染症の予防対策を徹底する。
　　（９）職員の共通理解共通指導によって、学校全体の決まりや寮での決まりを
　　　　　遵守させ、規則正しい健全な団体生活を送らせる。

６　地域社会との関係
　　（１）地域の公民館との連携した活動を行う。
　　（２）ボランティア活動（他団体との連携）への積極的参加を図る。
　　（３）市内の介護をリードする人材を育成するという教育事業としての責任を果たす。



２．令和７年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画

（１）授業内容の質の向上に努める
　　　教師の使命は、学生たちにとって、わかりやすく丁寧な授業を行うこと
　　　である。そのために積極的に授業力向上に為の自己研鑽に努め、教師自らの
　　　授業力・指導力を高めることが大切である。授業力を向上させることによって
　　　全学生の介護福祉士国家試験合格率を高める。

（２）介護福祉士国家試験合格率向上および進路実現１００％の達成
　　　①入学試験および入学時オリエンテーションにおいて国家試験の位置づけなど
　　　　必ず国家試験に合格するという高い意識・意欲付けを行う。
　　　②充実した授業をもとに、模擬試験、補講および放課後の自己学習の回数の
　　　　確保や内容の充実を図り、受験対策の質と量を高める。
　　　③本校独自の就職合同面談会を実施する。（市内全施設の参加を目指す）
　　　　また、学生自らの施設訪問の機会を設ける。
　　　④担任との進路に関する面談時間を十分に行い、学生が満足できる
　　　　進路支援を行う。

（３）効率的な学生募集に努める（日本学生１０、留学生１５）
　　　①高校のガイダンス・中学校の進路説明会に積極的に職員を派遣し、
　　　　学生や保護者に向けての広報に努める。
　　　　地元から出て行く前に、地元で学ぶことの魅力についてわかりやすく
　　　　丁寧な説明を行う。
　　　②オープンキャンパスの参加対象を広げる。
　　　③地元のメディアやSNS等を使って幅広くアピールを行う。
　　　④長期的な視野に立った、中学校進路説明会に参加する。

（４）留学生の安全安心１００％に努める
　　　①担任を中心とした面談を適宜実施するとともに、日常生活、悩み、疾病対応等
　　　　に関する相談窓口の周知を図る。
　　　②地元の警察署や消防署と連携し、充実した防犯教育や防災教育を行う。
　　　③全職員の共通理解・共通指導によって健全な寮生活や学校生活を送らせる。

（５）凡事徹底に努め、組織として動く
　　　①全体、学生に関わること、まずは報告する体制を徹底する。
　　　②問題を一人で抱え込まず相談できる環境づくりを行う。
　　　③業務全般に関し、凡事徹底を意識付ける。

（６）地域社会の一員としての役割を果たす。
　　　①地域の一員としての意識を高め、諸行事に積極的に参加する。
　　　②地域清掃活動や壱岐市のボランティア活動に積極的に取り組む。
　　　③心のこもった介護を施せる人材を育成し、施設に送り出す。


